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官
所
役
人
集
団
と
幕
領
組
合
村
惣
代
幕
末
期
出
羽
国
村
山
郡
の
事
例
か
ら
ー
戸
　
森
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は
じ
め
に
　
最
近
の
地
域
社
会
研
究
で
は
、
地
域
に
拠
点
を
置
く
種
々
の
集
団
と
村
・
百
姓
と
の
関
係
の
あ
り
方
、
ま
た
は
集
団
間
相
互
関
係
を
ど
の
よ
う
に
描
き
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
し
、
捉
え
る
か
が
課
題
と
さ
れ
、
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
か
ら
一
定
の
蓄
積
を
得
て
き
た
も
の
の
、
ま
だ
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
在
地
社
会
に
あ
る
最
も
基
本
的
な
集
団
間
関
係
、
す
な
わ
ち
支
配
集
団
と
被
支
配
集
団
－
村
・
百
姓
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
さ
え
、
そ
の
あ
り
よ
う
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
研
究
は
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
幕
領
地
域
の
支
配
集
団
で
あ
る
代
官
所
役
人
集
団
と
幕
領
郡
中
を
統
括
す
る
組
合
村
惣
代
の
相
互
関
係
を
考
察
し
、
こ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
　
幕
領
地
域
の
組
合
村
・
郡
中
惣
代
制
や
藩
領
地
域
の
大
庄
屋
制
を
取
り
上
げ
た
こ
れ
ま
で
の
諸
論
文
に
お
い
て
も
、
領
主
（
政
治
）
権
力
と
村
々
・
百
姓
と
の
関
係
に
つ
い
て
意
識
さ
れ
述
べ
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
苗
字
帯
刀
等
諸
特
権
を
与
え
ら
れ
、
領
主
御
用
の
一
端
を
担
う
局
面
な
ど
身
分
象
徴
的
な
事
象
を
取
り
上
げ
、
郡
中
惣
代
・
大
庄
屋
が
豪
農
と
し
て
の
性
格
か
ら
幕
府
・
藩
役
人
に
接
近
し
、
共
通
利
益
を
追
求
し
相
互
依
存
を
は
か
ろ
う
と
し
た
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
現
段
階
で
は
こ
う
し
た
事
象
を
踏
ま
え
た
上
で
、
両
者
の
関
係
を
よ
り
具
体
的
に
多
角
的
な
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
近
年
、
渡
辺
尚
志
編
『
近
世
地
域
社
会
論
」
や
山
崎
圭
氏
・
岩
田
浩
太
郎
氏
の
諸
論
考
な
ど
、
幕
領
地
域
を
素
材
と
し
た
地
域
論
が
続
々
と
提
示
さ
れ
て
い
る
。
『
近
世
地
域
社
会
論
』
で
舟
橋
明
宏
氏
は
、
肥
後
国
天
草
幕
領
の
地
役
人
’
が
肥
後
藩
と
取
り
結
ん
だ
御
館
入
関
係
を
分
析
し
て
お
り
、
幕
領
と
い
う
枠
に
留
ま
ら
な
い
領
主
権
力
と
在
地
有
力
者
の
関
係
の
一
端
を
解
明
し
た
。
山
崎
氏
や
岩
田
氏
は
、
幕
末
期
に
郡
中
取
締
役
等
に
任
じ
ら
れ
た
豪
農
の
、
自
家
の
経
営
と
郡
中
で
の
活
動
を
関
連
づ
け
て
総
体
的
に
分
析
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
幕
領
地
域
構
造
を
新
し
い
視
点
か
ら
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
今
後
の
展
開
が
期
待
で
き
る
。
他
に
、
幕
領
陣
屋
許
村
郷
宿
等
の
存
在
形
態
を
解
明
し
て
き
た
岩
城
卓
二
氏
の
諸
研
究
も
あ
り
、
中
で
も
代
官
所
下
級
役
人
と
郷
宿
・
村
役
人
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
「
近
世
領
主
支
配
と
村
役
人
・
郷
宿
・
下
級
役
人
」
は
、
本
稿
と
問
題
関
心
を
共
通
に
す
る
も
の
と
い
え
る
。
岩
城
氏
は
、
情
報
提
68
供
・
紛
争
解
決
を
「
謝
礼
金
」
を
介
し
て
行
う
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
相
互
依
存
関
係
を
持
2
二
者
、
す
な
わ
ち
村
役
人
・
「
御
用
」
請
負
人
（
郷
宿
・
用
達
）
・
下
級
役
人
を
、
領
主
集
団
と
農
民
集
団
を
媒
介
す
る
「
中
間
領
域
」
で
あ
る
と
捉
え
、
こ
れ
が
社
会
的
権
力
と
し
て
現
れ
て
私
的
利
益
を
追
及
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
た
だ
、
①
「
御
用
」
請
負
人
・
下
級
役
人
と
結
ぶ
「
村
役
人
」
に
つ
い
て
具
体
的
説
明
が
な
い
こ
と
、
②
謝
礼
金
（
賄
賂
）
を
通
じ
た
関
係
が
強
調
さ
れ
る
が
、
三
者
の
関
係
は
こ
の
よ
う
な
金
銭
を
介
し
た
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
疑
問
が
あ
る
。
　
逆
に
、
代
官
所
役
人
側
か
ら
支
配
地
の
村
役
人
・
豪
農
等
と
の
関
係
を
論
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
た
研
究
に
松
尾
寿
「
寛
政
期
畿
内
幕
領
に
お
け
る
贈
収
賄
と
そ
の
処
罰
」
、
定
　
　
　
　
　
　
（
7
）
兼
学
「
代
官
手
代
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
検
見
廻
村
に
お
け
る
手
代
の
収
賄
事
件
の
処
罰
を
法
を
切
り
口
に
論
じ
、
後
者
は
身
分
的
周
縁
論
の
視
点
か
ら
代
官
手
代
を
論
じ
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
、
手
代
が
賄
賂
を
通
じ
て
支
配
所
百
姓
と
結
び
付
く
弊
害
と
そ
れ
へ
の
幕
府
の
対
応
を
検
討
し
て
、
寛
政
改
革
期
に
お
け
る
手
附
制
度
創
始
の
意
義
を
再
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
弊
害
を
指
摘
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
手
代
（
手
附
）
が
何
を
相
手
に
提
供
し
、
何
を
要
求
し
て
い
た
の
か
、
村
役
人
・
豪
農
の
側
は
代
官
所
役
人
の
何
を
期
待
し
、
何
を
利
用
し
、
ど
の
よ
う
な
利
益
を
自
身
と
自
村
に
も
た
ら
そ
う
と
考
え
た
の
か
、
彼
等
は
平
時
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
有
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
ら
は
地
域
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
い
う
点
ま
で
検
討
の
対
象
と
し
な
け
れ
ば
、
両
者
の
関
係
論
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。
　
本
稿
で
は
代
官
所
役
人
と
幕
領
組
合
村
惣
代
の
関
係
を
、
藩
領
域
と
は
異
な
る
幕
領
地
域
独
特
の
あ
り
方
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
論
じ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
組
合
村
惣
代
が
代
官
所
支
配
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
嘆
願
運
動
な
ど
特
殊
な
場
面
ば
か
り
で
な
く
、
平
時
に
お
け
る
関
係
を
捉
え
た
い
。
な
お
本
稿
は
、
出
羽
国
村
山
郡
幕
領
を
分
析
の
素
材
と
す
る
。
村
山
郡
幕
領
と
山
ロ
村
伊
藤
義
左
衛
門
家
　
は
じ
め
に
、
対
象
と
す
る
幕
末
期
村
山
郡
幕
領
の
地
域
状
況
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
　
村
山
郡
は
山
形
盆
地
中
央
部
に
最
上
川
を
挟
ん
で
位
置
す
る
地
域
で
、
天
保
＝
二
（
一
八
四
二
）
年
段
階
で
、
郡
の
総
石
高
の
約
四
〇
％
（
約
一
五
万
石
）
が
幕
領
で
、
五
〇
％
強
（
約
一
九
万
石
）
が
九
つ
の
藩
領
に
属
し
て
い
た
。
文
化
期
か
ら
安
政
期
ま
で
幕
領
は
二
代
官
体
制
で
管
轄
さ
れ
て
い
た
が
、
安
政
二
（一
ｪ
五
五
）
年
、
松
前
藩
に
対
し
「
私
領
渡
」
が
行
わ
れ
て
幕
領
石
高
が
減
少
し
た
た
め
、
一
代
官
体
制
に
編
成
替
え
と
な
る
。
安
政
期
ま
で
は
尾
花
沢
・
柴
橋
の
二
陣
屋
（
本
陣
屋
）
の
他
、
東
根
・
寒
河
江
に
出
張
陣
屋
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
か
ら
は
柴
橋
（
本
陣
屋
）
．
寒
河
江
（
出
張
陣
屋
）
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
　
村
山
郡
幕
領
で
は
、
郡
中
惣
代
（
郡
中
で
二
名
）
・
最
寄
惣
代
（
同
、
数
名
）
と
呼
ば
れ
る
役
職
者
が
村
役
人
層
（
名
主
の
場
A
ロ
が
殆
ど
）
の
中
か
ら
任
じ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
れ
、
幕
領
郡
中
に
関
す
る
御
用
を
担
っ
た
。
郡
中
惣
代
・
最
寄
惣
代
は
陣
屋
許
村
で
開
催
さ
れ
る
会
合
に
村
々
を
代
表
し
て
出
席
し
、
郡
中
全
体
に
か
か
る
事
項
を
相
談
し
た
り
、
郡
中
入
用
・
郡
中
備
金
に
関
わ
る
監
査
を
行
い
、
特
に
郡
中
惣
代
は
、
陣
屋
脇
の
「
会
所
」
に
詰
め
て
、
代
官
所
か
ら
の
伝
達
事
項
を
各
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
村
に
連
絡
し
た
り
、
役
所
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
の
郡
中
惣
代
・
最
寄
惣
代
層
（
便
宜
的
に
あ
わ
せ
て
「
惣
代
層
」
と
呼
ぶ
）
は
近
世
後
期
の
「
村
山
郡
中
議
定
」
の
制
定
や
、
年
貢
石
代
納
運
動
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
村
山
郡
で
は
農
業
経
営
に
お
け
る
商
品
作
物
生
産
の
比
重
が
高
く
、
ま
た
、
地
理
的
に
年
貢
廻
米
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
年
貢
石
代
納
割
合
の
増
加
、
石
代
値
段
引
き
下
げ
を
求
め
る
運
動
を
例
年
繰
り
返
し
た
。
そ
の
運
動
の
指
揮
は
惣
代
層
が
執
り
、
代
官
や
江
戸
の
幕
府
勘
定
所
に
対
し
嘆
願
を
行
っ
て
い
る
。
　
次
に
、
本
稿
で
足
跡
を
追
う
、
村
山
郡
山
口
村
名
主
伊
藤
義
左
衛
門
に
つ
い
　
　
　
　
（
1
0
）
て
紹
介
し
た
い
。
　
山
口
村
は
村
山
郡
東
部
山
麓
の
、
織
田
氏
の
城
下
町
天
童
や
幕
領
陣
屋
許
村
東
根
か
ら
五
キ
ロ
程
離
れ
た
地
点
に
あ
る
村
で
、
寛
保
期
以
降
、
村
内
の
一
部
（
寺
領
）
を
除
い
て
み
な
幕
領
で
あ
っ
た
。
天
保
期
以
降
に
お
け
る
山
口
村
の
代官所役人集団と幕領組合村惣代
天保期以降山口村支配代官・所属陣屋
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表1
年代 代官 陣屋
天保2年～ 大貫次右衛門 東　根
弘化2年～ 石井　勝之進 東　根
嘉永2年～ 戸田　嘉十郎 東　根
安政2年～ 羽田十左衛門 東　根
安政3年～ 松永　善之助 寒河江
安政5年～ 林　　伊太郎 寒河江
文久2年～ 新見鰻蔵 寒河江
慶応2年～ 山田　左金次 寒河江
「山口村文書」年貢皆済目録等による。典拠
支
配
代
官
と
所
属
陣
屋
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
村
高
は
『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
に
よ
る
と
二
一
八
三
石
、
村
内
は
上
・
中
・
下
の
三
組
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
名
主
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
伊
藤
義
左
衛
門
は
中
組
名
主
（
一
時
、
下
組
名
主
兼
帯
）
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
あ
っ
た
。
青
木
美
智
男
氏
や
藤
田
覚
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
近
世
後
期
、
山
口
村
で
は
農
民
階
層
分
解
が
進
行
し
、
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
段
階
で
村
内
百
姓
の
半
数
以
上
が
無
高
と
な
り
、
義
左
衛
門
ら
村
上
層
部
は
常
に
無
高
・
困
窮
層
の
問
題
に
直
面
し
て
い
た
。
　
伊
藤
儀
左
衛
門
家
は
近
世
初
頭
以
来
の
山
口
村
世
襲
名
主
で
、
幕
領
期
に
は
郡
中
惣
代
ま
た
は
最
寄
惣
代
を
代
々
勤
め
た
。
幕
末
期
に
当
主
の
座
に
あ
っ
た
の
は
義
左
衛
門
（
元
善
）
で
、
天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
に
名
主
に
就
役
し
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
、
い
っ
た
ん
名
主
役
を
嫡
子
に
譲
る
が
、
明
治
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
元
（
一
八
六
八
）
年
、
再
び
当
主
に
戻
っ
て
い
る
。
幕
末
期
の
伊
藤
家
の
経
営
は
金
融
と
土
地
に
特
化
し
て
お
り
、
伊
藤
家
の
所
持
田
畑
は
二
二
一
石
余
（
慶
応
二
年
）
で
あ
っ
た
。
伊
藤
家
は
村
内
の
小
前
百
姓
と
小
作
関
係
を
結
び
、
田
畑
を
耕
作
さ
せ
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
三
一
軒
は
伊
藤
家
の
土
地
に
借
家
居
住
し
て
い
た
。
　
弘
化
期
か
ら
安
政
期
に
か
け
て
山
口
村
で
は
、
「
山
論
一
件
」
と
呼
ば
れ
る
、
村
周
辺
の
山
林
の
用
益
権
を
巡
る
問
題
が
発
生
し
、
上
組
と
中
・
下
組
の
間
で
争
っ
た
。
争
論
は
江
戸
評
定
所
に
持
ち
込
ま
れ
、
中
・
下
組
兼
帯
名
主
の
義
左
衛
門
は
、
代
表
し
て
江
戸
に
し
ば
し
ば
赴
い
て
い
る
。
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
、
評
定
所
の
裁
許
が
出
さ
れ
る
が
、
裁
許
の
結
果
を
山
口
村
寺
領
分
百
姓
は
不
満
と
し
、
村
内
は
そ
の
後
も
動
揺
し
た
。
義
左
衛
門
は
中
・
下
組
百
姓
中
の
要
請
を
受
け
て
出
府
し
た
が
、
長
年
争
論
が
続
い
た
た
め
に
訴
訟
経
費
は
莫
大
な
額
と
な
り
、
義
左
衛
門
は
費
用
負
担
を
不
満
と
す
る
百
姓
ら
か
ら
批
判
を
受
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
伊
藤
家
は
「
山
論
一
件
」
に
よ
り
経
済
的
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
が
、
一
方
で
、
滞
在
中
の
江
戸
で
義
左
衛
門
は
儒
者
東
70
　
　
（
1
3
）
條
一
堂
に
学
び
、
学
問
や
知
己
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
　
義
左
衛
門
と
代
官
所
・
代
官
所
役
人
の
諸
関
係
①
手
附
長
谷
川
岱
助
家
と
伊
藤
義
左
衛
門
　
伊
藤
義
左
衛
門
が
手
附
の
長
谷
川
岱
助
と
は
じ
め
て
接
し
た
の
は
天
保
二
（一
ｪ
三
一
）
年
、
代
官
大
貫
次
右
衛
門
の
尾
花
沢
代
官
就
任
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
　
手
附
長
谷
川
岱
助
が
代
官
大
貫
に
附
属
す
る
ま
で
の
経
歴
は
不
明
だ
が
、
既
に
長
年
の
経
験
を
踏
ん
だ
手
附
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
か
ら
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
ま
で
尾
花
沢
代
官
大
貫
次
右
衛
門
の
も
と
で
東
根
陣
屋
詰
元
締
手
附
を
勤
め
、
大
貫
の
死
去
に
伴
い
、
代
官
高
木
清
左
衛
門
の
も
と
に
移
り
、
の
ち
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
、
代
官
鈴
木
源
内
に
従
っ
て
大
和
国
五
條
陣
屋
に
赴
任
し
た
が
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
、
そ
の
地
で
天
諜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
組
の
変
に
遭
い
、
一
党
に
襲
撃
さ
れ
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。
　
近
世
後
期
、
幕
領
代
官
所
の
手
附
・
手
代
は
、
親
子
代
々
そ
の
役
を
世
襲
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
手
附
・
手
代
の
各
家
は
互
い
に
姻
戚
関
係
等
を
結
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
で
親
交
を
深
め
、
利
害
集
団
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
長
谷
川
家
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
場
合
も
そ
の
例
に
洩
れ
な
い
。
図
1
に
あ
る
よ
う
に
、
長
谷
川
岱
助
は
代
官
所
手
附
を
勤
め
る
山
崎
家
か
ら
長
谷
川
家
に
養
子
入
り
し
た
も
の
で
、
妻
一
葉
と
の
間
に
四
人
の
子
が
あ
っ
た
が
、
年
長
の
男
子
仙
助
は
親
同
様
代
官
所
手
附
と
な
り
、
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
か
ら
同
一
四
（
一
八
四
三
）
年
ま
で
、
同
じ
村
山
郡
幕
領
を
治
め
る
柴
橋
代
官
添
田
一
郎
次
の
も
と
で
手
附
を
勤
め
、
仙
助
の
子
良
助
も
同
様
に
手
附
を
勤
め
て
い
る
。
仙
助
弟
金
平
は
最
初
、
代
官
所
手
代
と
な
っ
て
い
た
が
、
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
、
御
家
人
浅
見
家
に
養
子
入
長谷川岱助家系図図1
　
　
　
　
（
養
子
）
。
藤
讐
「
山
崎
家
…
．
・
（
養
子
）
　
　
　
長
谷
川
岱
助
　
　
　
　
　
＝
　
　
　
　
一
葉
只
木
豊
次
郎
一
谷
川
金
平
（
浅
見
幸
三
郎
）
　
　
　
　
…
（
養
子
）
　
　
浅
見
兵
太
夫
女
子
（
ま
さ
）
　
＝
荒
川
謙
二
り
し
て
浅
見
幸
三
郎
と
改
名
し
、
勘
定
所
詰
普
請
役
を
勤
あ
て
い
る
。
岱
助
に
は
女
子
が
二
人
（
て
い
・
ま
さ
）
い
た
が
、
て
い
は
代
官
所
手
附
只
木
豊
次
郎
に
嫁
し
、
ま
さ
は
代
官
所
手
代
の
荒
川
謙
二
に
嫁
し
て
い
る
。
只
木
豊
次
郎
は
手
附
只
木
栄
太
郎
の
養
子
で
、
実
父
は
手
附
の
奈
良
丈
助
で
あ
る
。
奈
良
は
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
か
ら
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
ま
で
尾
花
沢
代
官
戸
田
嘉
十
郎
の
江
戸
詰
手
附
と
し
て
、
只
木
父
子
は
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
か
ら
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
ま
で
柴
橋
代
官
林
伊
太
郎
の
も
と
で
、
栄
太
郎
は
寒
河
江
詰
加
判
手
附
、
豊
次
郎
は
江
戸
詰
手
附
と
し
て
、
共
に
村
山
郡
幕
領
の
支
配
に
携
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
岱
助
の
実
家
山
崎
家
に
ゆ
か
り
の
あ
る
手
附
山
崎
貫
之
進
は
、
柴
橋
代
官
松
永
善
之
助
の
元
締
手
附
と
し
て
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
か
ら
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
ま
で
寒
河
江
陣
屋
に
赴
任
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
代官所役人集団と幕領組合村惣代71
　
義
左
衛
門
は
名
主
就
役
以
前
か
ら
見
習
と
し
て
父
儀
左
衛
門
を
助
け
て
お
り
、
儀
左
衛
門
は
郡
中
惣
代
・
最
寄
惣
代
と
し
て
東
根
陣
屋
に
出
入
り
し
て
い
た
た
め
、
義
左
衛
門
も
手
附
長
谷
川
岱
助
と
馴
染
み
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
代
官
大
貫
の
村
山
郡
幕
領
支
配
は
、
顕
彰
碑
建
立
が
語
る
よ
う
に
善
政
と
称
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
長
谷
川
岱
助
を
は
じ
め
と
す
る
有
能
な
代
官
所
役
人
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
天
保
　
五
（
一
八
四
四
）
年
に
岱
助
の
江
戸
役
所
転
勤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
の
噂
が
流
れ
る
と
、
そ
れ
を
留
あ
よ
う
と
す
る
願
書
が
郡
中
か
ら
提
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
推
測
で
き
る
。
　
義
左
衛
門
は
郡
中
惣
代
に
は
な
ら
な
い
も
の
の
、
例
年
、
最
寄
惣
代
を
勤
役
し
て
お
り
、
親
儀
左
衛
門
代
か
ら
引
き
続
い
て
名
主
役
就
役
当
初
よ
り
郡
中
に
お
い
て
一
定
の
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
。
特
に
寒
河
江
陣
屋
移
管
以
降
に
義
左
衛
門
の
影
響
力
は
伸
長
し
、
天
保
＝
二
（
一
八
四
二
）
年
以
来
断
絶
し
て
い
た
郡
中
議
定
の
復
興
の
た
め
に
藩
領
大
庄
屋
を
訪
ね
て
説
得
し
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
の
議
定
を
結
実
さ
せ
た
ほ
か
、
寒
河
江
陣
屋
附
郡
中
に
お
い
て
指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
導
力
を
発
揮
し
、
惣
代
層
の
中
核
と
し
て
郡
中
会
所
の
会
合
を
取
り
纏
め
た
。
こ
う
し
た
活
動
の
上
で
、
代
官
所
役
人
と
の
関
係
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
。
当
然
、
御
用
に
関
わ
る
や
り
取
り
が
あ
っ
た
し
、
長
屋
に
出
入
り
し
て
私
的
に
音
物
を
贈
り
あ
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
　
長
谷
川
岱
助
は
代
官
大
貫
の
死
後
、
代
官
高
木
清
左
衛
門
の
江
戸
詰
手
附
と
な
り
江
戸
に
引
っ
越
し
た
の
で
、
岱
助
と
義
左
衛
門
の
関
係
は
疎
遠
と
な
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
後
も
親
密
な
交
際
を
続
け
て
い
る
。
そ
れ
は
山
口
村
内
の
前
述
し
た
「
山
論
一
件
」
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
義
左
衛
門
は
弘
化
期
以
降
、
「
山
論
一
件
」
の
評
定
所
で
の
審
議
の
た
め
に
長
期
に
わ
た
っ
て
江
戸
小
石
川
に
滞
在
し
て
お
り
、
江
戸
多
福
町
（
の
ち
御
掃
除
町
・
下
谷
三
枚
橋
に
移
る
）
に
住
ま
い
の
あ
っ
た
岱
助
を
し
ば
し
ば
訪
ね
、
時
に
は
「
山
論
一
件
」
に
お
け
る
訴
訟
の
進
あ
方
に
つ
い
て
岱
助
に
相
談
し
、
助
言
を
得
た
り
し
て
い
る
。
「
山
論
一
件
」
中
、
山
口
村
の
支
配
代
官
は
石
井
勝
之
進
・
戸
田
嘉
十
郎
・
羽
田
十
左
衛
門
と
代
わ
っ
て
い
た
が
、
代
官
所
手
附
・
手
代
問
の
相
互
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
、
義
左
衛
門
の
依
頼
を
受
け
て
岱
助
は
、
支
配
代
官
の
配
下
の
代
官
所
役
人
に
「
山
論
一
件
」
に
つ
い
て
探
り
を
入
れ
た
り
し
て
い
る
。
次
の
史
料
は
、
代
官
戸
田
の
元
締
手
附
で
岱
助
の
親
類
で
あ
る
奈
良
丈
助
を
通
じ
て
「
山
論
一
件
」
に
対
す
る
戸
田
の
意
見
を
聞
き
出
し
、
そ
の
結
果
を
義
左
衛
門
に
書
状
で
知
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
（
1
9
）
【
史
料
1
】
　
貴
所
（
義
左
衛
門
－
筆
者
。
以
下
同
。
）
方
之
一
条
（
山
論
一
件
）
者
別
紙
　
二
認
候
間
別
段
不
申
上
候
へ
と
も
、
（
上
組
側
が
）
県
令
之
方
江
手
入
い
た
　
し
候
様
子
者
更
二
無
之
、
県
令
之
存
寄
二
者
奉
行
所
江
差
出
、
目
を
見
せ
度
　
よ
し
相
聞
申
候
、
右
故
仕
成
方
御
待
之
由
奈
良
申
聞
候
、
此
上
手
入
い
た
し
　
候
連
県
令
之
存
寄
替
り
候
儀
者
無
之
趣
相
聞
候
間
、
其
所
者
御
案
意
可
被
成
　
候【
史
料
1
】
で
、
義
左
衛
門
か
ら
岱
助
・
奈
良
を
通
し
て
の
代
官
へ
の
ひ
そ
か
な
働
き
か
け
は
「
手
入
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
な
お
岱
助
は
【
史
料
1
】
の
よ
う
に
情
報
を
も
た
ら
す
ば
か
り
で
な
く
、
自
ら
訴
訟
の
書
類
作
成
も
手
伝
っ
て
い
た
。
　
義
左
衛
門
と
交
際
が
あ
っ
た
の
は
当
主
岱
助
ば
か
り
で
な
く
、
岱
助
の
家
族
・
縁
者
に
も
及
ん
で
お
り
、
例
え
ば
浅
見
家
に
養
子
入
り
し
た
岱
助
の
子
金
平
に
つ
い
て
、
義
左
衛
門
は
、
弟
儀
十
郎
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
72
　
　
　
　
（
2
0
）
【
史
料
2
】
　
元
長
谷
川
金
平
様
浅
見
平
太
夫
方
へ
養
子
二
御
越
、
去
暮
浅
見
幸
三
郎
与
改
　
名
御
普
請
役
二
相
成
、
日
々
御
勘
定
所
江
御
詰
被
成
候
二
付
、
御
勘
定
所
　
向
々
様
子
相
伺
候
処
、
御
殿
詰
共
吟
味
役
組
頭
衆
江
被
召
遣
候
由
二
而
至
而
　
談
話
等
仕
安
き
場
所
二
有
之
、
右
二
付
国
々
難
義
除
き
方
も
可
有
之
与
愚
慮
　
廻
ら
し
罷
在
候
、
是
者
賢
弟
迄
申
上
候
事
二
御
座
候
、
随
分
御
取
入
方
有
之
　
躰
二
御
座
候
金
平
改
め
幸
三
郎
は
御
普
請
役
と
し
て
勘
定
所
に
詰
め
て
い
た
の
で
、
幸
三
郎
を
通
じ
て
勘
定
所
関
連
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
、
し
か
も
勘
定
吟
味
役
や
勘
定
組
頭
と
も
顔
見
知
り
な
の
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
義
左
衛
門
が
長
谷
川
家
と
接
触
を
持
つ
の
は
、
こ
う
し
た
具
体
的
利
益
を
求
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
義
左
衛
門
の
側
が
一
方
的
に
恩
恵
を
受
け
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
に
釣
り
合
う
相
応
の
対
価
（
代
償
）
が
必
要
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
安
政
二
（
｝
八
五
五
）
年
に
幸
三
郎
が
勘
定
所
で
起
こ
し
た
失
策
の
跡
始
末
に
要
す
る
費
用
と
し
て
、
義
左
衛
門
は
金
五
〇
両
を
長
谷
川
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
家
に
融
通
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
岱
助
は
し
ば
し
ば
借
金
の
依
頼
を
し
て
お
り
、
義
左
衛
門
は
そ
れ
を
断
れ
な
い
立
場
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
岱
助
死
亡
後
、
妻
の
一
葉
は
村
山
郡
本
飯
田
村
に
住
居
を
構
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
義
左
衛
門
ら
が
取
り
計
ら
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
の
後
も
＝
某
の
生
活
を
援
助
し
て
い
る
。
一
葉
が
死
亡
す
る
と
、
越
前
敦
賀
赴
任
中
の
幸
三
郎
の
依
頼
を
受
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
て
、
埋
葬
や
墓
所
を
準
備
し
た
の
も
義
左
衛
門
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
義
左
衛
門
と
長
谷
川
家
は
家
族
ぐ
る
み
の
交
際
を
深
め
、
岱
助
か
ら
受
け
た
恩
恵
に
報
い
る
か
の
よ
う
に
寡
婦
と
な
っ
た
一
葉
を
最
後
ま
で
世
話
し
た
の
だ
っ
た
。
　
次
に
、
伊
藤
家
と
長
谷
川
家
の
縁
家
、
奈
良
・
只
木
・
荒
川
家
と
の
交
際
を
覗
い
て
み
よ
う
。
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
、
尾
花
沢
代
官
が
戸
田
か
ら
羽
田
に
代
わ
っ
た
時
、
江
戸
の
義
左
衛
門
が
儀
十
郎
に
宛
て
た
書
状
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。
　
　
　
　
（
2
3
）
【
史
料
3
】
　
一
、
北
條
公
（
不
明
）
者
但
馬
生
野
二
而
素
養
、
丈
助
（
奈
良
丈
助
・
江
戸
　
　
　
詰
元
締
手
附
）
様
ハ
在
勤
（
陣
屋
詰
）
二
相
成
、
掬
々
便
宜
を
失
ひ
候
　
　
　
事
二
御
座
候
　
右
か
ら
、
奈
良
が
村
山
郡
幕
領
支
配
か
ら
は
な
れ
る
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
る
様
子
が
分
か
る
。
こ
の
史
料
に
あ
る
「
便
宜
」
と
は
、
先
述
の
よ
う
な
、
代
官
側
の
意
向
に
関
す
る
情
報
提
供
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
只
木
栄
太
郎
と
義
左
衛
門
は
柴
橋
代
官
林
伊
太
郎
の
と
き
直
に
接
し
、
栄
太
郎
は
寒
河
江
陣
屋
詰
元
締
手
附
、
一
方
の
義
左
衛
門
は
当
時
寒
河
江
陣
屋
附
郡
中
で
抜
き
ん
で
た
影
響
力
を
築
き
上
げ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
、
両
者
は
互
い
に
手
を
取
り
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
山
口
村
の
小
前
百
姓
が
代
官
林
に
対
し
義
左
衛
門
の
不
正
を
記
し
た
「
無
名
駕
籠
訴
状
」
を
手
渡
そ
う
と
す
る
事
件
が
あ
り
、
こ
の
直
訴
状
に
は
義
左
衛
門
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。
　
　
　
（
2
4
）
【
史
料
4
】
　
（
前
略
）
尤
只
木
栄
太
郎
様
江
深
子
細
有
之
、
別
段
之
御
懇
意
申
上
、
倭
弁
　
を
以
上
を
偽
、
内
実
私
欲
二
心
を
寄
、
既
二
献
金
一
条
・
寒
河
江
陣
屋
一
件
　
其
外
他
所
江
掛
候
一
件
迄
荷
担
い
た
し
、
又
者
取
扱
二
立
入
御
威
光
借
り
無
　
躰
二
片
押
い
た
し
郡
中
を
為
悩
、
夫
而
巳
な
ら
す
同
人
親
類
東
大
町
村
勇
右
　
衛
門
当
時
郡
中
惣
代
相
役
と
し
て
差
出
置
、
追
而
義
左
衛
門
相
勤
候
積
専
取
代官所役人集団と幕領組合村惣代73
巧
罷
在
、
右
様
法
外
之
取
計
い
た
し
御
役
所
江
如
何
申
上
置
候
哉
、
却
而
栄
　
太
郎
様
御
気
二
入
、
何
事
も
義
左
衛
門
事
而
巳
御
取
用
被
成
候
侭
益
権
威
　
募
、
郡
中
人
無
振
舞
い
た
し
（
後
略
）
義
左
衛
門
が
郡
中
惣
代
の
人
事
を
操
り
、
栄
太
郎
と
結
ん
で
郡
中
で
権
威
を
振
る
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
駕
籠
訴
の
内
容
は
郡
中
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
ふ
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
義
左
衛
門
に
は
密
か
に
そ
の
内
容
が
知
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
代
官
所
役
人
と
義
左
衛
門
の
内
密
の
合
意
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
訴
状
か
ら
、
義
左
衛
門
の
郡
中
で
の
有
り
様
は
山
口
村
小
前
層
に
も
知
れ
渡
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
山
口
村
を
含
む
最
上
川
東
の
村
々
で
は
、
幕
末
期
、
質
地
小
作
関
係
や
土
地
問
題
に
関
連
す
る
村
方
騒
動
が
頻
発
し
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
問
題
に
背
を
向
け
て
代
官
所
役
人
と
結
び
、
最
寄
惣
代
と
し
て
の
活
動
に
比
重
を
置
い
て
村
方
を
あ
ま
り
顧
み
な
い
様
子
に
、
小
前
層
は
批
判
の
声
を
上
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
荒
川
謙
二
は
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
、
代
官
羽
田
十
左
衛
門
に
附
属
す
る
東
根
陣
屋
詰
手
代
と
し
て
村
山
郡
幕
領
に
赴
任
し
た
。
こ
の
荒
川
に
つ
い
て
義
左
衛
門
弟
儀
十
郎
は
兄
に
宛
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
　
　
　
　
（
2
6
）
【
史
料
5
】
　
　
　
　
密
啓
　
弐
拾
弐
番
御
状
内
二
御
支
配
所
両
陣
屋
御
詰
合
衆
中
之
様
子
御
尋
二
有
之
、
　
尾
花
沢
者
未
タ
碇
与
弁
ひ
不
申
候
得
共
、
東
根
御
詰
合
衆
中
者
何
れ
も
結
構
　
之
御
方
々
二
而
、
第
一
御
元
〆
野
田
公
（
野
田
東
一
郎
）
者
思
之
外
二
大
量
　
之
御
方
故
御
一
同
御
睦
敷
、
郡
中
諸
御
用
向
も
殊
之
外
勤
安
く
、
一
同
安
心
　
罷
在
候
、
（
中
略
）
荒
川
公
御
検
使
御
手
柄
之
評
判
二
而
当
御
詰
合
方
風
聞
　
宜
候
得
共
、
中
村
公
（
手
附
中
村
勇
八
）
之
御
様
子
二
而
者
程
な
く
先
御
支
配
御
詰
合
方
孟
甚
敷
悪
評
二
相
成
候
哉
与
心
配
罷
在
候
、
野
田
公
者
前
文
之
通
大
量
脱
口
之
御
方
故
郡
中
も
大
二
懐
き
、
然
ル
上
者
公
事
方
さ
へ
気
之
利
候
へ
者
他
郡
汐
比
判
請
候
御
詰
合
方
二
無
之
庭
、
第
一
他
方
之
評
判
二
か
＼
り
候
公
事
方
之
不
行
届
二
而
困
り
切
申
候
、
（
中
略
）
未
中
村
公
之
風
聞
他
方
へ
洩
聞
ひ
無
之
内
御
同
人
を
帳
面
方
頭
取
与
欺
一
段
為
相
進
、
荒
川
公
を
　
公
事
方
助
二
相
成
候
様
、
御
地
二
お
ゐ
て
御
取
計
之
不
為
出
来
も
の
哉
、
得
　
与
御
勘
考
被
下
度
奉
存
候
、
以
上
荒
川
は
長
谷
川
岱
助
の
女
婿
で
あ
る
た
め
か
、
荒
川
の
勤
務
を
大
い
に
評
価
し
て
い
る
の
に
対
し
、
手
附
中
村
へ
の
目
は
厳
し
い
。
【
史
料
5
】
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
儀
十
郎
が
義
左
衛
門
に
対
し
、
役
人
人
事
の
変
更
を
代
官
所
に
働
き
か
け
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
勿
論
、
義
左
衛
門
に
は
そ
の
よ
う
な
力
は
な
い
が
、
義
左
衛
門
に
は
長
谷
川
岱
助
と
い
う
手
蔓
が
あ
っ
た
。
儀
十
郎
の
書
状
に
対
す
る
義
左
衛
門
の
返
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
　
（
2
7
）
【
史
料
6
】
　
一
、
弐
拾
弐
番
密
啓
之
一
条
兼
々
長
公
（
長
谷
川
岱
助
）
江
伺
候
得
共
却
而
　
　
　
仕
損
候
ず
者
自
然
を
待
候
方
之
様
被
仰
候
得
共
、
松
井
公
（
代
官
羽
田
　
　
　
の
江
戸
詰
元
締
松
井
幸
三
郎
）
杯
江
者
運
ひ
附
、
御
地
之
様
子
を
承
　
　
　
合
、
拙
夫
帰
国
迄
之
内
二
者
是
非
取
計
候
心
得
も
罷
在
候
儀
之
処
、
至
　
　
　
極
図
二
当
候
書
取
被
遣
候
得
共
、
此
仕
義
二
至
り
心
配
も
無
詮
事
与
、
　
　
　
廿
八
日
披
封
直
与
長
公
江
も
御
目
二
か
け
歎
息
い
た
し
候
処
、
尚
亦
十
　
　
　
七
日
附
書
状
二
而
者
差
控
候
様
被
申
越
候
間
、
是
者
是
切
之
物
二
い
た
　
　
　
し
候
（
後
略
）
義
左
衛
門
は
儀
十
郎
の
書
状
よ
り
先
に
こ
の
件
に
つ
い
て
代
官
羽
田
の
江
戸
詰
元
締
手
附
松
井
に
働
き
か
け
て
い
た
が
、
長
谷
川
の
指
示
に
よ
り
そ
の
画
策
を
74
や
め
て
い
る
。
長
谷
川
に
は
何
ら
か
の
不
利
な
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
こ
の
件
は
不
成
功
に
終
わ
っ
て
い
る
が
、
代
官
所
の
体
制
に
不
満
が
あ
れ
ば
人
脈
を
使
っ
て
代
官
所
組
織
の
内
側
か
ら
そ
れ
を
改
変
し
よ
う
と
し
、
実
際
に
そ
れ
が
被
支
配
側
に
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
　
義
左
衛
門
は
、
ま
ず
代
官
所
手
附
長
谷
川
岱
助
と
深
い
関
係
を
取
り
結
び
、
そ
こ
か
ら
長
谷
川
家
に
連
な
る
手
附
・
手
代
家
と
の
繋
が
り
を
得
て
い
っ
た
。
長
谷
川
家
は
代
々
手
附
を
勤
め
る
勘
定
所
系
手
附
で
あ
り
、
全
国
幕
領
に
親
類
縁
者
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
に
は
村
山
郡
幕
領
に
赴
任
す
る
者
も
あ
り
、
親
交
は
自
然
に
深
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
交
際
範
囲
の
拡
大
を
契
機
に
義
左
衛
門
は
、
長
谷
川
家
一
統
ば
か
り
で
な
く
代
官
所
役
人
集
団
そ
の
も
の
へ
の
接
触
の
足
が
か
り
を
つ
か
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
義
左
衛
門
が
代
官
所
役
人
集
団
に
接
触
す
る
の
は
、
種
々
の
自
己
利
益
を
導
く
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
関
係
は
一
方
的
な
関
係
で
は
あ
り
え
ず
、
助
力
や
利
益
を
得
る
た
め
に
義
左
衛
門
は
相
応
の
負
担
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
②
代
官
所
・
幕
領
情
報
と
義
左
衛
門
　
と
こ
ろ
で
、
義
左
衛
門
に
と
っ
て
長
谷
川
岱
助
と
の
関
係
は
、
自
己
利
益
に
関
す
る
便
宜
を
受
け
る
と
い
っ
た
場
面
に
限
定
さ
れ
ず
、
多
岐
に
渡
る
価
値
を
持
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
代
官
所
関
連
情
報
の
収
集
に
お
い
て
重
要
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
近
世
後
期
の
幕
領
で
は
代
官
が
数
年
か
ら
十
数
年
ご
と
に
入
れ
替
わ
る
が
、
代
官
の
移
動
は
同
時
に
代
官
所
役
人
の
移
動
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
支
配
替
の
情
報
は
幕
領
村
々
に
と
っ
て
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
情
報
は
江
戸
勘
定
所
に
近
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
早
く
得
ら
れ
る
た
め
、
義
左
衛
門
は
江
戸
滞
在
中
、
そ
う
し
た
情
報
を
頻
繁
に
国
許
に
伝
達
し
、
国
許
滞
在
中
は
長
谷
川
岱
助
や
江
戸
に
い
る
知
人
に
依
頼
し
て
、
積
極
的
に
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。
例
え
ば
次
の
史
料
は
、
当
時
出
府
し
て
い
た
山
口
村
近
隣
の
神
町
村
武
田
半
十
郎
が
義
左
衛
門
に
宛
て
て
書
い
た
書
状
の
｝
部
で
あ
る
。
　
　
　
　
（
2
9
）
【
史
料
7
】
　
一
、
疾
承
知
二
も
相
成
居
候
半
、
当
月
三
日
之
沙
汰
二
而
御
場
所
替
相
成
、
　
　
　
当
県
令
（
林
伊
太
郎
）
者
関
東
、
跡
県
令
者
新
見
蠣
蔵
与
被
申
、
御
徒
　
　
　
目
付
よ
り
被
為
出
来
候
新
代
官
二
御
座
候
、
九
月
二
御
引
越
可
成
候
由
　
　
　
二
候
得
共
、
御
検
見
者
当
県
令
御
下
向
之
趣
、
ロ
バ
々
可
惜
者
只
木
公
御
　
　
　
壱
人
二
御
座
候
、
新
縣
令
者
元
御
料
所
出
御
方
二
而
当
縣
令
二
差
続
ヨ
　
　
　
メ
ル
御
方
之
由
、
御
手
附
御
手
代
衆
者
未
一
向
不
極
り
二
者
候
へ
と
　
　
　
も
、
此
度
引
込
候
馬
喰
町
御
代
官
小
林
藤
之
助
様
衆
手
明
相
成
候
間
、
　
　
　
多
分
其
衆
之
内
二
可
有
之
杯
申
方
も
有
之
、
何
卒
御
詰
合
方
計
り
も
と
　
　
　
念
祈
申
候
こ
れ
は
新
代
官
新
見
嬢
蔵
の
就
任
に
つ
い
て
報
せ
た
も
の
だ
が
、
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
は
代
官
よ
り
む
し
ろ
手
附
・
手
代
の
人
事
に
つ
い
て
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
支
配
替
に
つ
い
て
は
既
に
長
谷
川
岱
助
か
ら
情
報
を
得
て
お
り
、
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
代
官
所
組
織
に
属
す
る
岱
助
の
情
報
は
、
迅
速
か
つ
正
確
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
代
官
が
替
わ
れ
ば
代
官
所
役
人
の
移
動
が
ま
と
ま
っ
て
生
じ
る
た
め
、
他
代
官
所
の
人
事
に
も
影
響
は
及
ん
だ
。
そ
の
た
め
義
左
衛
門
は
、
村
山
郡
幕
領
の
み
で
な
く
、
全
国
幕
領
に
関
す
る
情
報
を
岱
助
ら
か
ら
取
り
寄
せ
て
い
る
。
　
　
　
（
3
0
）
【
史
料
8
】
代官所役人集団と幕領組合村惣代75
、
正
月
十
四
日
新
規
御
代
官
弐
軒
出
来
、
壱
軒
ハ
元
関
東
御
代
官
北
條
雄
　
之
助
跡
北
條
平
三
郎
様
、
又
壱
軒
ハ
元
御
勘
定
汐
追
々
立
身
、
佐
渡
奉
　
行
迄
被
為
成
候
羽
田
龍
助
様
之
跡
、
北
條
様
御
地
之
御
支
配
二
相
成
候
　
得
者
当
御
手
附
御
手
代
中
過
半
御
抱
二
相
成
、
御
役
所
衆
も
居
り
二
相
　
成
可
申
欺
、
羽
田
様
者
藤
方
様
之
御
手
代
中
被
申
込
候
由
、
北
條
之
師
匠
番
者
斎
藤
嘉
兵
衛
様
、
羽
田
之
師
匠
番
者
林
部
善
太
左
衛
門
様
二
而
　
　
　
此
節
御
手
明
御
手
代
中
抱
入
方
之
儀
二
付
混
雑
之
儀
有
之
趣
二
而
未
何
　
　
　
れ
も
不
極
り
二
有
之
、
（
後
略
）
【
史
料
8
】
は
義
左
衛
門
が
儀
十
郎
に
宛
て
た
書
状
の
一
部
だ
が
、
義
左
衛
門
は
勘
定
所
や
代
官
組
合
、
代
官
所
役
人
人
事
と
い
っ
た
も
の
に
関
す
る
知
識
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
窺
え
る
。
限
定
的
で
は
あ
れ
、
岱
助
の
情
報
を
幕
領
支
配
等
に
関
す
る
状
況
判
断
の
素
材
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
な
お
、
義
左
衛
門
は
村
山
郡
に
赴
任
し
た
こ
と
の
あ
る
多
く
の
手
附
・
手
代
と
親
交
を
結
ん
で
お
り
、
時
折
遣
り
取
り
す
る
書
簡
に
は
政
治
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
た
め
、
義
左
衛
門
に
と
っ
て
こ
れ
ら
も
貴
重
な
情
報
源
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
義
左
衛
門
が
こ
う
し
た
情
報
を
自
ら
の
行
動
の
判
断
材
料
と
し
て
い
る
例
と
し
て
以
下
の
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
、
代
官
戸
田
の
移
動
が
決
定
し
た
後
に
村
山
郡
に
旱
害
が
起
こ
り
、
代
官
交
代
に
伴
う
諸
負
担
に
現
状
で
は
堪
え
難
い
と
考
え
た
義
左
衛
門
は
、
支
配
替
の
中
止
を
請
願
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
国
許
の
儀
十
郎
に
指
示
を
与
え
た
。
　
　
　
　
（
3
1
）
【
史
料
9
】
　
然
ル
処
此
旱
損
二
付
御
場
所
替
無
之
御
居
り
御
支
配
被
下
候
様
其
図
二
乗
し
　
嘆
願
被
致
可
然
歎
、
（
中
略
）
当
時
御
代
官
仲
間
内
御
評
判
之
才
士
二
者
戸
田
ト
勝
田
ト
人
ロ
ニ
か
、
り
候
程
之
方
二
付
、
此
段
御
心
得
御
勤
可
被
成
　
候
、
只
ハ
イ
ハ
イ
与
申
計
り
御
機
嫌
取
候
二
者
無
之
、
御
賢
慮
御
差
行
可
被
　
成
候
（
後
略
）
戸
田
の
人
柄
や
代
官
仲
間
内
で
の
評
判
は
、
長
谷
川
岱
助
ら
よ
り
聞
き
知
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
情
報
を
踏
ま
え
た
上
で
、
代
官
へ
の
応
対
態
度
を
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
義
左
衛
門
は
臨
機
応
変
に
行
動
し
て
お
り
、
政
治
的
駆
け
引
き
に
も
慣
れ
た
し
た
た
か
さ
が
窺
え
る
。
こ
の
嘆
願
は
不
成
功
に
終
わ
り
、
羽
田
十
左
衛
門
が
新
し
く
村
山
郡
幕
領
を
管
轄
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
が
、
ま
だ
そ
の
支
配
業
務
引
き
継
ぎ
に
も
入
っ
て
い
な
い
段
階
か
ら
、
在
江
戸
の
羽
田
に
附
属
予
定
の
手
附
・
手
代
に
義
左
衛
門
は
接
触
し
て
い
た
。
　
　
　
　
（
3
2
）
【
史
料
1
0
】
　
一
、
野
田
東
一
郎
様
・
中
村
勇
八
様
・
鴨
下
万
助
様
御
見
舞
之
儀
、
三
右
衛
　
　
　
門
（
山
家
村
山
口
三
右
衛
門
）
・
兵
蔵
（
原
町
村
佐
藤
兵
蔵
）
・
拙
者
・
　
　
　
吉
郎
兵
衛
（
山
口
村
上
組
阿
部
吉
郎
兵
衛
）
四
名
二
而
一
同
見
廻
物
　
　
　
包
、
過
ル
十
一
日
廻
勤
い
た
し
申
候
、
当
地
残
り
候
戸
叶
（
五
一
　
　
　
郎
）
・
松
井
（
幸
三
郎
）
江
者
別
段
含
も
有
之
候
得
共
、
下
々
方
江
者
　
　
　
一
同
二
て
見
舞
候
方
可
然
旨
、
多
福
丁
（
長
谷
川
岱
助
）
杯
之
御
了
簡
　
　
　
を
も
伺
候
上
之
儀
二
御
座
候
【
史
料
1
0
】
に
あ
る
よ
う
に
、
新
代
官
所
役
人
へ
の
挨
拶
も
長
谷
川
岱
助
の
助
言
を
受
け
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
義
左
衛
門
は
挨
拶
に
出
向
い
て
新
代
官
所
役
人
の
器
量
を
見
極
め
た
上
で
、
新
し
い
支
配
体
制
へ
の
対
策
を
練
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
　
【
史
料
1
0
】
の
文
言
に
続
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。
【
史
料
1
1
】
76
　
一
、
荒
川
公
汐
御
当
地
詰
衆
江
拙
者
之
事
咄
し
置
候
由
、
若
御
地
詰
之
衆
江
　
　
　
も
咄
し
置
候
哉
も
難
相
知
候
間
、
此
間
廻
勤
之
節
も
下
々
附
彼
等
二
随
　
　
　
従
之
躰
を
顕
し
慎
ミ
居
候
、
御
地
も
咄
し
等
出
来
候
ハ
・
中
々
未
熟
者
　
　
　
之
趣
二
御
あ
し
ら
ひ
、
賢
弟
杯
も
同
様
慎
候
方
専
要
二
可
被
成
候
こ
の
史
料
で
注
目
し
た
い
の
は
、
代
官
所
情
報
が
義
左
衛
門
に
伝
わ
る
の
み
で
な
く
、
義
左
衛
門
個
人
に
関
す
る
情
報
が
代
官
所
役
人
側
に
伝
わ
る
と
い
う
反
対
方
向
の
情
報
の
流
路
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
義
左
衛
門
は
新
手
附
・
手
代
へ
「
随
従
之
躰
」
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
み
せ
か
け
で
あ
り
、
積
極
的
な
行
動
を
起
こ
す
機
会
を
窺
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
、
山
口
村
が
松
前
藩
領
へ
の
私
領
渡
対
象
と
な
る
と
の
噂
に
接
し
た
義
左
衛
門
が
弟
へ
送
っ
た
書
状
に
は
「
乍
去
先
年
も
あ
れ
程
二
迄
二
尽
し
候
事
故
、
や
ひ
や
ひ
と
手
を
束
ね
成
行
次
第
二
致
し
居
候
所
存
者
無
之
候
得
共
、
上
之
御
都
合
次
第
急
度
相
叶
候
様
二
者
行
届
間
敷
　
（
3
3
）
候
」
と
あ
く
ま
で
拒
否
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
勘
定
所
や
代
官
の
決
定
に
た
だ
従
う
だ
け
で
は
な
く
、
諸
役
所
や
代
官
所
役
人
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
自
己
や
自
村
の
利
益
を
守
ろ
う
と
す
る
義
左
衛
門
の
意
識
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
義
左
衛
門
の
行
動
を
支
え
る
の
が
長
谷
川
岱
助
を
は
じ
め
と
す
る
代
官
所
役
人
の
も
た
ら
す
情
報
で
あ
り
、
こ
れ
に
も
と
つ
い
て
す
ば
や
い
対
応
を
取
る
こ
と
で
、
他
者
よ
り
有
利
な
形
で
家
や
村
を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
義
左
衛
門
は
ま
す
ま
す
代
官
所
役
人
集
団
に
近
づ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
③
寒
河
江
陣
屋
廃
止
反
対
運
動
に
お
け
る
義
左
衛
門
の
行
動
　
伊
藤
義
左
衛
門
が
江
戸
か
ら
得
た
情
報
を
活
用
し
て
成
功
し
た
事
例
の
一
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
に
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
の
寒
河
江
陣
屋
廃
止
反
対
運
動
が
あ
る
。
　
文
久
三
年
当
時
、
村
山
郡
に
は
柴
橋
村
と
寒
河
江
に
陣
屋
が
存
在
し
た
が
、
代
官
新
見
蟻
蔵
は
、
治
安
防
衛
的
観
点
か
ら
一
方
の
陣
屋
を
廃
し
て
郡
中
を
統
合
し
、
取
締
体
制
を
強
固
な
も
の
に
し
よ
う
と
構
想
し
、
寒
河
江
陣
屋
廃
止
を
進
め
よ
う
と
し
た
。
義
左
衛
門
を
は
じ
め
と
す
る
寒
河
江
陣
屋
附
郡
中
の
惣
代
層
や
陣
屋
許
寒
河
江
の
人
々
は
こ
れ
に
反
対
し
、
惣
代
を
立
て
て
江
戸
訴
願
を
行
う
こ
と
に
決
定
し
た
。
惣
代
は
郡
中
惣
代
の
寒
河
江
楯
北
村
日
塔
善
兵
衛
・
同
道
満
村
後
藤
保
吉
、
寒
河
江
楯
南
村
市
右
衛
門
と
義
左
衛
門
の
合
計
四
名
で
あ
る
。
彼
等
は
江
戸
小
石
川
に
宿
を
取
り
、
面
識
の
あ
る
手
附
・
手
代
や
勘
定
所
役
人
、
勘
定
奉
行
の
用
人
な
ど
に
接
触
し
て
、
嘆
願
を
行
っ
て
い
る
。
出
府
惣
代
四
人
は
同
じ
宿
に
滞
在
し
て
い
た
が
、
常
に
四
人
が
一
緒
に
行
動
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
日
塔
善
兵
衛
は
、
陣
屋
↓
件
に
つ
い
て
口
利
き
し
よ
う
と
い
う
人
物
に
片
端
か
ら
会
い
、
品
物
や
金
銭
を
渡
し
て
頼
ん
で
ま
わ
っ
た
が
、
義
左
衛
門
の
目
に
は
、
善
兵
衛
の
こ
の
行
動
は
次
の
よ
う
に
映
っ
て
い
た
。
　
　
　
（
3
5
）
【
史
料
1
2
】
　
（
前
略
）
惣
代
者
例
之
篤
実
二
而
目
利
不
宜
人
故
、
一
杯
之
上
二
而
者
祐
助
　
方
二
而
御
逢
之
旗
本
御
家
人
衆
江
事
柄
無
遠
慮
打
明
相
頼
ミ
、
書
取
其
外
差
　
出
候
様
談
請
候
得
共
、
神
田
橋
之
事
右
之
手
続
二
相
成
候
上
、
今
更
下
方
二
　
而
足
代
取
之
様
之
場
所
江
狽
二
書
取
も
差
出
兼
、
日
記
之
内
書
抜
等
い
た
し
　
遣
候
得
共
、
却
而
先
方
之
気
辺
を
損
し
無
余
義
省
略
之
書
取
差
出
候
上
二
金
　
談
一
条
等
二
至
、
十
方
二
暮
候
様
之
義
而
巳
有
之
、
小
子
壱
人
鬼
二
成
、
弐
　
ヶ
所
迄
厳
敷
断
り
候
様
申
談
、
格
別
無
益
之
失
墜
者
相
厭
候
へ
共
、
未
手
切
　
二
不
相
成
向
も
有
之
、
い
や
は
や
当
惑
御
察
可
被
下
候
、
（
後
略
）
当
時
、
訴
願
を
有
利
に
進
行
さ
せ
る
た
め
に
勘
定
奉
行
用
人
や
旗
本
な
ど
に
口
代官所役人集団と幕領組合村惣代
添
え
を
依
頼
す
る
の
は
一
般
的
な
こ
と
だ
っ
た
が
、
中
に
は
礼
金
目
当
て
で
取
り
次
ぐ
積
も
り
の
な
い
者
も
あ
り
、
善
兵
衛
は
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
。
義
左
衛
門
は
江
戸
滞
在
が
長
く
、
ま
た
長
谷
川
岱
助
ら
と
知
音
で
あ
っ
た
た
め
に
そ
う
し
た
事
情
に
詳
し
く
、
こ
の
善
兵
衛
の
行
動
を
批
判
し
て
い
る
。
結
局
、
義
左
衛
門
が
郡
中
惣
代
善
兵
衛
の
失
策
の
後
始
末
を
し
た
。
義
左
衛
門
は
、
施
策
に
問
題
の
あ
る
代
官
新
見
を
罷
免
に
追
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
寒
河
江
陣
屋
廃
止
問
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
作
戦
を
立
て
、
知
己
の
人
物
や
そ
れ
を
通
じ
て
信
頼
の
置
け
る
人
物
に
口
添
え
を
依
頼
し
た
。
そ
の
中
で
も
代
官
新
見
の
罷
免
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
の
が
小
石
川
伝
通
院
塔
頭
慮
静
院
主
琳
瑞
と
勘
定
奉
行
都
築
峯
暉
の
用
人
伏
見
又
二
郎
で
あ
っ
た
。
琳
瑞
は
義
左
衛
門
と
縁
の
あ
る
人
物
で
、
老
中
の
板
倉
勝
静
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
代
官
の
更
迭
を
求
め
る
と
い
う
幕
府
の
決
定
に
関
わ
る
嘆
願
で
は
、
直
接
勘
定
所
や
幕
閣
の
中
枢
に
あ
る
人
物
に
働
き
か
け
な
く
て
は
効
果
が
薄
い
こ
と
を
義
左
衛
門
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
つ
て
を
頼
ん
で
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
　
ま
た
義
左
衛
門
は
こ
の
と
き
、
代
官
新
見
の
罷
免
を
求
め
る
の
み
で
な
く
、
手
附
・
手
代
の
人
事
を
も
郡
中
や
自
身
に
有
利
に
な
る
よ
う
に
導
こ
う
と
策
し
て
い
る
。
　
　
　
　
（
3
6
）
【
史
料
1
3
】
　
シ
ク
チ
リ
支
配
之
跡
、
先
手
代
衆
被
勤
候
義
二
者
無
之
候
得
共
、
実
二
前
書
　
之
通
弐
ヵ
所
丈
之
入
代
り
二
付
能
人
々
沢
山
遊
ひ
居
候
義
二
も
無
之
、
輩
下
　
之
面
々
者
御
抱
込
被
相
成
候
哉
も
難
計
候
得
土
ハ
、
元
〆
公
事
方
丈
ケ
者
御
抱
　
入
二
者
不
相
成
事
与
奉
存
候
得
共
、
万
一
何
等
之
て
つ
る
有
之
、
柴
田
（
加
77　
　
判
手
附
柴
田
喜
一
郎
）
杯
居
り
二
相
成
候
哉
も
難
計
義
二
付
、
用
ひ
候
義
者
有
之
間
敷
候
得
共
、
別
紙
惣
代
6
申
遣
候
通
、
同
人
詰
合
無
用
之
書
状
取
寄
、
連
印
二
而
手
紙
可
被
遣
候
、
是
者
事
二
寄
跡
御
支
配
之
御
師
匠
番
縣
令
　
元
〆
江
｝
寸
見
せ
開
ら
か
し
候
迄
之
方
策
二
而
印
形
ハ
何
二
而
も
不
苦
、
名
　
前
書
入
調
印
い
た
し
候
様
、
尤
谷
地
（
大
町
村
柴
田
弥
之
助
）
矢
野
目
（
矢
　
野
目
村
佐
藤
仁
右
衛
門
）
其
外
遠
慮
之
方
江
者
御
咄
な
く
加
登
屋
氏
（
楯
南
　
村
久
右
衛
門
）
与
御
内
談
、
早
々
御
遣
し
可
被
成
候
、
是
者
ホ
ン
ノ
用
心
も
　
の
二
御
座
候
（
後
略
）
右
の
史
料
に
あ
る
よ
う
に
、
新
見
の
息
の
か
か
っ
た
手
附
柴
田
を
除
く
た
め
、
郡
中
連
名
の
願
書
を
作
成
さ
せ
、
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
予
定
代
官
三
宅
の
師
匠
番
代
官
の
元
締
に
見
せ
、
願
意
実
現
の
可
能
性
を
高
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
師
匠
番
代
官
の
元
締
は
新
規
就
任
代
官
の
手
附
・
手
代
人
事
を
取
り
仕
切
る
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
知
音
の
手
附
を
通
じ
て
こ
れ
に
接
近
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
う
し
て
義
左
衛
門
は
寒
河
江
陣
屋
廃
止
の
撤
回
に
最
も
貢
献
し
た
。
江
戸
の
各
所
に
知
己
を
持
つ
義
左
衛
門
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
運
動
は
不
成
功
に
終
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
同
じ
出
府
惣
代
の
善
兵
衛
は
郡
中
惣
代
、
義
左
衛
門
は
最
寄
惣
代
で
あ
っ
た
が
、
経
験
・
知
識
共
に
義
左
衛
門
の
方
が
豊
富
で
あ
り
、
義
左
衛
門
が
寒
河
江
陣
屋
附
郡
中
を
主
導
す
る
よ
う
な
立
場
を
築
い
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
あ
っ
て
の
こ
と
と
い
え
る
。
幕
末
期
、
江
戸
の
武
家
社
会
や
政
治
構
造
に
通
じ
た
人
物
が
、
江
戸
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
方
に
輩
出
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
幕
領
に
属
し
、
年
貢
関
係
御
用
の
た
め
に
惣
代
と
し
て
江
戸
に
登
る
機
会
を
多
く
有
し
、
江
戸
事
情
に
通
じ
た
人
物
と
情
報
交
換
す
る
機
会
を
多
く
持
ち
得
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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三
　
郡
中
惣
代
・
豪
農
と
代
官
所
・
代
官
所
役
人
①
郡
中
惣
代
山
口
三
右
衛
門
と
代
官
所
役
人
　
次
に
、
村
山
郡
の
他
の
郡
中
惣
代
・
豪
農
と
代
官
所
・
代
官
所
役
人
と
の
関
係
を
、
義
左
衛
門
の
例
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
し
た
い
。
　
ま
ず
、
山
家
村
名
主
山
口
三
右
衛
門
の
郡
中
惣
代
勤
役
中
の
活
動
事
例
を
挙
げ
る
。
　
代
官
大
貫
次
右
衛
門
の
死
亡
後
、
あ
る
問
題
が
村
山
郡
幕
領
東
根
陣
屋
附
郡
中
で
持
ち
上
が
っ
た
。
そ
れ
は
大
貫
が
郡
中
重
立
ち
の
者
か
ら
借
用
し
た
金
四
〇
〇
両
の
問
題
で
、
期
限
が
過
ぎ
て
も
返
済
さ
れ
ず
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
五
月
、
郡
中
重
立
ち
の
者
七
名
は
、
大
貫
の
跡
を
引
き
継
い
だ
代
官
石
井
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
之
進
へ
訴
状
を
提
出
し
て
い
る
。
四
〇
〇
両
の
う
ち
三
〇
〇
両
は
弘
化
元
（
一
八
四
四
）
年
に
大
貫
が
年
貢
上
納
金
を
前
借
り
す
る
形
で
借
用
し
、
一
〇
〇
両
は
大
貫
死
後
の
支
配
替
の
入
費
と
し
て
手
附
長
谷
川
岱
助
名
前
で
借
り
ら
れ
た
金
で
あ
っ
た
。
代
官
と
幕
領
郡
中
の
間
に
は
こ
の
よ
う
に
私
的
な
金
銭
貸
借
関
係
が
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
訴
状
を
提
出
し
た
七
名
の
要
講
を
受
け
て
、
当
時
廻
米
御
用
で
江
戸
に
出
府
し
て
い
た
三
右
衛
門
は
、
そ
の
ま
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
江
戸
に
残
っ
て
大
貫
方
に
交
渉
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
　
返
済
の
催
促
は
、
大
貫
の
元
締
手
附
を
勤
め
て
い
た
長
谷
川
岱
助
が
間
に
立
っ
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
三
右
衛
門
は
時
折
、
大
貫
邸
や
大
貫
の
弟
で
あ
る
御
家
人
久
留
平
輔
邸
、
同
じ
く
大
貫
の
親
類
と
見
ら
れ
る
貝
塚
庄
次
郎
邸
に
直
接
出
向
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
郡
中
惣
代
が
代
官
の
身
内
宅
に
出
入
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
な
お
三
右
衛
門
は
江
戸
で
こ
の
事
件
の
み
に
対
処
し
て
い
た
訳
で
な
く
、
安
石
代
願
・
夫
食
手
当
置
米
に
関
す
る
嘆
願
・
大
坂
廻
米
納
不
足
分
の
江
戸
買
納
願
な
ど
、
様
々
な
嘆
願
を
平
行
し
て
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
嘆
願
も
、
国
許
よ
り
江
戸
で
直
接
勘
定
所
に
訴
え
る
方
が
成
功
の
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
、
江
戸
滞
在
の
機
会
を
郡
中
惣
代
と
し
て
有
意
義
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
三
右
衛
門
も
義
左
衛
門
同
様
に
手
附
長
谷
川
岱
助
の
も
と
に
出
入
り
し
、
諸
嘆
願
に
つ
い
て
岱
助
に
口
添
え
を
依
頼
し
た
り
、
左
の
史
料
の
よ
う
に
訴
願
の
進
め
方
に
つ
い
て
助
言
を
受
け
た
り
し
て
い
た
。
　
　
　
（
3
9
）
【
史
料
1
4
】
　
兵
蔵
（
原
町
村
佐
藤
兵
蔵
）
同
道
い
た
し
長
谷
川
岱
助
様
江
罷
上
り
、
御
酒
　
昼
飯
御
馳
走
二
成
り
、
東
根
附
江
戸
買
納
之
儀
、
百
姓
よ
り
出
府
無
之
候
而
　
者
通
り
如
何
二
可
有
之
哉
、
何
れ
之
方
便
利
二
可
有
之
与
御
内
慮
申
受
候
　
処
、
是
も
外
様
御
同
様
百
姓
早
々
罷
出
不
為
願
候
而
ハ
通
り
悪
敷
可
有
之
与
　
被
仰
候
間
、
兵
蔵
ハ
大
坂
納
不
足
之
分
重
二
願
立
之
積
り
決
心
、
引
取
申
候
　
（
後
略
）
右
で
岱
助
は
、
江
戸
買
納
願
を
通
す
に
は
百
姓
の
出
府
が
不
可
欠
で
あ
る
と
助
言
し
て
い
る
。
三
右
衛
門
は
こ
の
時
足
掛
け
二
年
江
戸
に
居
た
が
、
義
左
衛
門
と
同
様
に
代
官
所
役
人
と
親
交
を
結
び
、
郡
中
惣
代
と
し
て
、
こ
の
関
係
を
活
か
し
て
訴
願
活
動
を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
右
衛
門
も
義
左
衛
門
と
同
様
の
立
場
を
郡
中
に
築
く
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
に
は
結
果
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
三
右
衛
門
の
家
（
経
営
）
・
家
族
の
問
題
、
意
識
・
学
問
的
基
盤
の
問
題
と
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
②
豪
農
・
長
崎
村
柏
倉
文
蔵
と
代
官
所
役
人
　
続
い
て
、
村
山
郡
を
代
表
す
る
豪
農
の
一
人
で
あ
る
長
崎
村
柏
倉
文
蔵
と
代
官
所
役
人
と
の
関
係
を
、
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
の
「
私
領
渡
」
事
件
の
代官所役人集団と幕領組合村惣代79
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
経
緯
か
ら
追
っ
て
み
た
い
。
柏
倉
文
蔵
は
居
村
長
崎
村
の
村
役
人
は
勤
め
て
い
な
い
が
、
幕
末
期
に
代
官
所
か
ら
穀
物
融
通
懸
や
農
兵
頭
・
郡
中
取
締
役
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
　
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
、
山
形
藩
は
新
た
に
二
万
石
の
所
領
を
城
下
周
辺
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
決
定
し
、
そ
の
分
は
幕
領
か
ら
振
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
崎
村
他
五
か
村
は
こ
の
「
私
領
渡
」
村
（
長
崎
村
の
場
合
は
幕
領
と
山
形
藩
領
と
に
分
郷
）
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。
し
か
し
文
蔵
は
山
形
藩
領
へ
の
引
き
渡
し
に
難
色
を
示
し
、
「
私
領
渡
」
中
止
を
求
め
て
嘆
願
を
行
う
こ
と
を
決
意
し
た
。
　
文
蔵
は
弟
文
六
を
出
府
さ
せ
、
自
身
は
国
許
で
対
応
に
あ
た
っ
た
。
長
崎
村
に
は
柴
橋
陣
屋
附
郡
中
惣
代
を
勤
め
る
名
主
浅
倉
勘
兵
衛
が
お
り
、
両
者
連
名
で
代
官
所
手
代
宮
部
潤
八
郎
に
頼
み
状
を
出
す
な
ど
、
勘
兵
衛
と
文
蔵
は
表
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
き
共
同
歩
調
を
取
っ
て
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
宮
部
は
代
官
池
田
仙
九
郎
の
手
代
と
し
て
村
山
郡
に
赴
任
し
た
こ
と
が
あ
り
、
当
時
、
甲
斐
国
石
和
代
官
佐
々
木
道
太
郎
の
手
代
を
勤
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
文
蔵
は
、
文
六
に
宛
て
た
書
状
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
　
　
　
　
（
4
2
）
【
史
料
1
5
】
　
此
度
出
府
之
義
元
〆
の
申
事
を
聞
入
な
く
出
府
致
候
事
二
付
、
何
と
無
お
か
　
し
く
様
子
二
御
座
候
間
、
勘
兵
衛
二
執
成
為
致
不
申
候
而
者
此
度
之
事
計
り
　
二
無
之
、
元
〆
の
機
嫌
あ
し
く
致
置
候
而
者
万
事
事
六
ケ
敷
御
座
候
間
、
勘
　
兵
衛
と
一
ツ
腹
二
相
成
居
不
申
候
而
者
不
宜
義
共
有
之
候
二
付
、
色
々
村
内
　
之
事
杯
相
咄
候
処
、
宮
部
様
へ
一
通
り
御
頼
申
見
度
趣
、
（
後
略
）
柏
倉
文
蔵
は
浅
倉
勘
兵
衛
に
協
力
的
と
見
せ
か
け
て
、
実
は
陣
屋
元
締
を
文
蔵
の
行
動
に
介
入
さ
せ
な
い
た
め
に
勘
兵
衛
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
実
の
と
こ
ろ
文
蔵
は
、
「
私
領
渡
」
の
決
定
を
覆
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
焦
点
は
柏
倉
家
が
幕
領
に
残
留
で
き
る
か
ど
う
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
と
い
う
点
に
か
か
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
勘
兵
衛
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
密
か
に
江
戸
の
代
官
所
役
人
衆
に
働
き
か
け
て
、
自
家
の
「
私
領
渡
」
を
遁
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
途
中
で
勘
兵
衛
に
気
づ
か
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
表
面
は
村
の
た
あ
に
訴
願
を
行
う
の
だ
と
装
い
、
勘
兵
衛
と
共
同
歩
調
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
文
蔵
の
関
心
は
第
一
に
自
家
の
利
益
で
あ
り
、
村
の
問
題
は
二
次
的
・
三
次
的
で
あ
っ
た
。
一
方
、
勘
兵
衛
は
村
名
主
で
あ
り
、
郡
中
惣
代
で
も
あ
っ
た
た
あ
、
村
方
の
意
志
を
受
け
て
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
村
に
住
ま
う
両
者
の
間
に
は
認
識
の
大
き
な
差
異
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
文
蔵
の
代
官
所
役
人
と
の
関
係
は
、
第
一
に
自
己
の
利
益
誘
導
の
目
的
か
ら
持
た
れ
た
も
の
で
、
義
左
衛
門
や
三
右
衛
門
が
幕
領
惣
代
と
し
て
の
立
場
を
基
礎
に
形
成
し
た
関
係
の
あ
り
か
た
と
は
異
な
る
。
　
文
蔵
は
柴
橋
陣
屋
詰
手
代
の
大
川
禧
七
郎
と
通
じ
て
代
官
所
内
の
情
報
を
得
て
お
り
、
柴
橋
陣
屋
詰
元
締
の
動
向
や
認
識
を
手
に
取
る
よ
う
に
知
る
こ
と
が
　
　
（
4
4
）
で
き
た
。
文
蔵
と
大
川
と
の
秘
密
裏
の
連
絡
役
を
勤
め
て
い
た
の
が
陣
屋
許
柴
橋
村
に
あ
る
郷
宿
孫
七
で
あ
る
。
孫
七
は
大
川
か
ら
指
示
を
伺
い
、
郡
中
惣
代
の
勘
兵
衛
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
文
蔵
に
伝
達
し
た
。
こ
れ
の
対
価
と
し
て
文
蔵
は
孫
七
に
相
当
の
礼
金
を
渡
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
文
蔵
と
代
官
所
の
間
に
は
、
惣
代
層
率
い
る
郡
中
の
組
合
村
組
織
と
代
官
所
の
関
係
と
は
独
立
し
た
個
別
の
関
係
が
形
成
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
文
蔵
は
惣
代
層
と
は
異
な
る
独
自
の
影
響
力
を
郡
中
に
保
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
郡
中
惣
代
浅
倉
勘
兵
衛
は
元
締
、
文
蔵
は
手
代
大
川
と
い
う
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
陣
屋
内
の
特
定
の
人
物
と
結
び
、
代
官
所
役
人
を
分
か
っ
て
「
便
宜
」
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
80
　
「
私
領
渡
」
一
件
で
は
結
局
、
文
蔵
家
は
幕
領
に
残
留
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
文
蔵
家
は
施
米
な
ど
の
奇
特
行
為
を
、
勘
兵
衛
家
は
郡
中
惣
代
を
勤
め
て
き
た
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
評
価
さ
れ
て
幕
領
分
に
振
り
分
け
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
文
蔵
は
大
川
を
通
じ
て
郡
中
惣
代
の
勘
兵
衛
よ
り
早
く
こ
の
決
定
を
知
る
。
決
定
に
は
大
川
や
大
川
を
通
じ
て
働
き
か
け
た
元
締
手
附
橋
本
の
意
志
が
反
映
さ
れ
て
い
た
が
、
表
向
き
は
江
戸
役
所
に
よ
る
検
討
の
結
果
と
さ
れ
て
い
た
。
　
文
蔵
も
代
官
所
役
人
と
の
間
に
形
成
し
た
関
係
を
様
々
に
利
用
し
て
い
た
が
、
活
動
の
質
を
異
に
す
る
義
左
衛
門
や
三
右
衛
門
の
利
用
の
仕
方
と
は
違
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
な
お
、
，
文
蔵
と
代
官
所
役
人
が
関
係
を
結
ぶ
に
お
い
て
は
趣
味
学
芸
を
通
じ
た
交
流
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
文
蔵
家
は
先
祖
を
最
上
家
の
旧
臣
と
す
る
武
家
の
由
緒
を
持
っ
て
お
り
、
武
家
の
嗜
む
趣
味
・
学
芸
に
関
心
が
あ
っ
た
た
め
、
趣
味
の
共
通
性
か
ら
代
官
所
役
人
が
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
文
蔵
は
武
具
（
鑑
賞
用
）
や
書
画
を
収
集
し
て
お
り
、
手
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
代
小
林
宇
兵
衛
の
書
状
か
ら
、
文
蔵
家
で
文
蔵
の
収
集
品
を
公
開
す
る
集
ま
り
が
開
か
れ
た
り
、
文
蔵
の
招
き
で
川
下
り
な
ど
を
楽
し
ん
だ
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
ほ
か
文
蔵
は
、
代
官
白
石
忠
大
夫
の
元
締
で
あ
っ
た
藤
井
雄
右
衛
門
と
囲
碁
仲
間
と
し
て
集
い
、
文
政
期
に
村
山
郡
幕
領
に
勤
め
て
い
た
山
本
丹
治
の
も
と
に
音
曲
を
習
う
た
め
弟
子
入
り
し
、
代
官
池
田
仙
九
郎
付
属
の
手
代
相
沢
・
山
崎
と
は
、
園
芸
を
通
じ
た
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。
代
官
所
役
人
は
赴
任
地
暮
ら
し
に
お
け
る
少
な
い
楽
し
み
を
求
め
て
文
蔵
を
訪
ね
た
の
で
、
両
者
の
交
際
は
ま
す
ま
す
親
密
に
な
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
手
附
・
手
代
は
全
国
幕
領
を
渡
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
江
戸
に
地
盤
が
あ
っ
て
江
戸
文
化
に
な
じ
ん
で
お
り
、
｝
方
文
蔵
を
始
め
と
す
る
豪
農
層
・
惣
代
層
は
江
戸
文
化
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
両
者
は
江
戸
文
化
を
介
し
て
結
び
つ
い
て
い
た
。
義
左
衛
門
も
同
様
で
、
義
左
衛
門
の
学
識
は
、
村
山
郡
の
地
域
知
識
人
よ
り
江
戸
住
の
儒
者
東
條
一
堂
と
そ
の
門
人
た
ち
か
ら
強
く
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
代
官
所
役
人
と
惣
代
層
・
豪
農
層
の
連
携
は
、
政
治
的
関
係
と
文
化
的
関
係
が
相
乗
的
に
合
わ
さ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
名
主
伊
藤
義
左
衛
門
の
事
例
を
中
心
に
代
官
所
・
代
官
所
役
人
と
幕
領
組
合
村
惣
代
・
豪
農
の
関
係
を
分
析
し
た
。
義
左
衛
門
は
直
接
相
対
す
る
代
官
所
役
人
ば
か
り
で
な
く
、
過
去
に
村
山
郡
幕
領
に
赴
任
し
た
代
官
所
役
人
、
そ
の
親
類
縁
者
を
含
め
た
多
く
の
手
附
・
手
代
と
の
関
係
を
保
持
し
て
お
り
、
「
代
官
所
役
人
集
団
」
と
密
接
し
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
関
係
は
さ
ら
に
幕
府
勘
定
所
や
幕
府
諸
役
人
と
繋
が
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
た
と
い
う
点
で
、
幕
領
に
特
微
的
な
様
相
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
地
域
有
力
者
と
代
官
所
役
人
の
関
係
は
、
当
主
同
士
の
個
と
個
の
関
係
で
の
み
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
相
互
の
家
族
を
含
み
こ
ん
だ
家
と
家
と
の
交
際
に
発
展
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
互
い
の
家
の
保
持
・
再
生
産
に
も
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
村
役
人
層
が
代
官
所
役
人
と
特
別
な
関
係
を
形
成
す
る
き
っ
か
け
の
多
く
は
組
合
村
惣
代
勤
役
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
な
「
関
係
」
が
惣
代
層
に
固
有
の
現
象
で
あ
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
し
、
郡
中
惣
代
・
最
寄
惣
代
と
い
っ
た
役
職
に
規
定
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
　
こ
の
相
互
関
係
は
地
域
的
条
件
や
家
の
状
況
・
個
人
の
資
質
等
、
種
々
の
要
素
に
左
右
さ
れ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
に
挙
げ
た
事
例
は
義
左
衛
代官所役人集団と幕領組合村惣代81
門
個
人
の
資
質
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
地
域
社
会
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
る
人
物
が
ど
の
よ
う
な
人
的
交
流
関
係
・
情
報
環
境
・
文
化
的
環
境
の
も
と
に
輩
出
し
、
そ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
個
人
的
影
響
力
が
地
域
社
会
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
か
と
い
う
点
か
ら
地
域
社
会
の
問
題
に
切
り
込
む
と
い
う
方
法
も
、
地
域
の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
有
効
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
義
左
衛
門
自
身
の
問
題
ば
か
り
で
な
く
、
彼
を
取
り
ま
く
社
会
状
況
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
近
世
後
期
の
情
報
メ
デ
ィ
ア
や
情
報
網
の
発
達
が
義
左
衛
門
の
有
し
た
諸
関
係
・
行
動
を
展
開
さ
せ
る
上
で
促
進
力
を
果
た
し
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
社
会
状
況
の
問
題
に
つ
い
て
も
今
後
あ
わ
せ
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
　
一
部
惣
代
層
・
豪
農
層
は
幕
末
期
、
代
官
所
役
人
と
結
び
、
「
代
官
所
役
人
集
団
」
や
幕
府
勘
定
所
と
い
う
幕
領
支
配
の
中
枢
へ
近
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
戸
の
政
治
社
会
が
身
近
な
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
在
地
有
力
者
の
幕
府
政
治
に
対
す
る
目
は
養
わ
れ
、
自
ら
の
行
動
の
指
標
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
世
後
期
に
江
戸
と
地
方
幕
領
の
「
関
係
距
離
」
は
近
づ
き
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
を
結
び
付
け
る
媒
体
と
し
て
の
代
官
所
・
代
官
所
役
人
の
役
割
は
重
み
を
増
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
註
（
1
）
　
塚
田
孝
氏
の
「
集
団
」
論
、
「
重
層
」
と
「
複
合
」
論
（
塚
田
孝
『
近
世
日
本
身
　
　
分
制
の
研
究
』
兵
庫
部
落
問
題
研
究
所
、
一
九
八
七
年
、
等
参
考
。
）
に
影
響
を
受
　
　
け
た
研
究
潮
流
等
。
（
2
）
　
渡
辺
尚
志
編
『
近
世
地
域
社
会
論
』
（
岩
田
書
院
、
一
九
九
九
年
）
。
（
3
）
　
山
崎
圭
「
地
域
社
会
構
造
の
変
容
と
幕
領
中
間
支
配
機
構
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
　
　
七
五
五
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
。
（
4
）
　
岩
田
浩
太
郎
「
豪
農
経
営
と
地
域
編
成
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
七
五
五
、
二
〇
〇
　
　
一
年
）
。
出
羽
国
村
山
郡
柴
橋
陣
屋
附
幕
領
を
代
表
す
る
豪
農
で
あ
る
堀
米
四
郎
兵
　
　
衛
家
を
分
析
素
材
と
し
て
い
る
。
（
5
）
　
久
留
島
浩
・
吉
田
伸
之
編
『
近
世
の
社
会
的
権
力
』
（
山
川
出
版
社
、
｝
九
九
六
　
　
年
）
所
収
。
（
6
）
　
朝
尾
直
弘
教
授
退
官
記
念
会
編
『
日
本
国
家
の
史
的
特
質
』
（
思
文
閣
出
版
、
　
一
　
　
九
九
五
年
）
所
収
。
（
7
）
　
久
留
島
浩
編
『
近
世
の
身
分
的
周
縁
5
　
支
配
を
支
え
る
人
々
』
（
吉
川
弘
文
　
　
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
。
定
兼
論
文
で
は
手
代
と
支
配
所
と
の
関
係
を
『
よ
し
　
　
の
冊
子
』
と
い
う
二
次
的
史
料
に
依
拠
し
て
論
じ
よ
う
と
し
て
お
り
、
関
係
の
実
　
　
態
を
見
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
（
8
）
　
幕
末
期
に
は
両
惣
代
以
外
に
も
郡
中
の
取
締
等
を
担
う
新
役
職
が
置
か
れ
て
い
　
　
る
。
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
の
農
兵
頭
、
文
久
四
（
一
八
六
四
）
年
の
「
郡
中
　
　
取
締
惣
代
」
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
の
「
強
壮
人
頭
」
、
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
　
　
年
の
「
郡
中
取
締
役
」
な
ど
。
（
9
）
　
村
山
郡
幕
領
の
組
合
村
や
郡
中
議
定
を
扱
っ
た
研
究
は
多
く
、
梅
津
保
一
氏
の
　
　
研
究
や
宮
崎
勝
美
「
天
明
期
羽
州
村
山
郡
幕
領
の
石
代
納
闘
争
と
惣
代
名
主
制
」
　
　
（
『
日
本
近
世
史
論
叢
』
下
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
1
0
）
　
本
稿
で
主
に
典
拠
と
す
る
史
料
は
、
名
主
伊
藤
儀
左
衛
門
家
を
出
所
と
す
る
明
　
　
治
大
学
刑
事
博
物
館
所
蔵
「
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
文
書
」
で
あ
る
。
以
下
、
刑
　
　
事
博
物
館
所
蔵
文
書
か
ら
典
拠
を
示
す
際
は
、
「
刑
博
」
と
略
す
。
（
1
1
）
　
青
木
美
智
男
「
慶
応
二
年
、
羽
州
村
山
地
方
の
世
直
し
一
揆
」
（
佐
々
木
潤
之
介
　
　
編
『
村
方
騒
動
と
世
直
し
』
上
、
青
木
書
店
、
一
九
七
二
年
）
、
藤
田
覚
「
近
世
後
　
　
期
の
村
落
と
豪
農
経
営
の
動
向
」
（
『
地
方
史
研
究
』
一
三
九
、
　
一
九
七
六
年
）
ほ
　
　
か
。
（
1
2
）
　
伊
藤
義
左
衛
門
の
行
動
を
追
っ
た
研
究
に
茎
田
加
寿
子
『
幕
末
日
本
の
法
意
識
』
　
　
（
巌
南
堂
書
店
、
一
九
八
二
年
）
が
あ
る
。
後
述
す
る
「
山
論
一
件
」
に
つ
い
て
は
82
　
　
本
書
に
拠
っ
た
。
ほ
か
に
幕
末
期
の
義
左
衛
門
の
政
治
意
識
に
つ
い
て
論
じ
た
吉
　
　
田
え
り
子
「
幕
末
期
に
お
け
る
豪
農
の
意
識
と
行
動
」
（
『
お
茶
の
水
史
学
』
二
三
、
　
　
一
九
七
九
年
）
が
あ
る
。
（
1
3
）
　
東
條
は
上
総
国
埴
生
郡
の
出
身
で
、
京
都
の
皆
川
漢
園
の
も
と
で
学
ん
だ
後
、
　
　
江
戸
に
塾
を
開
い
た
。
佐
藤
一
斎
や
代
官
を
勤
め
た
羽
倉
簡
堂
な
ど
と
交
流
が
あ
　
　
り
、
阿
部
正
弘
は
一
堂
を
師
と
仰
い
だ
。
（
1
4
）
　
手
附
・
手
代
の
履
歴
は
『
県
令
集
覧
』
（
村
上
直
他
編
『
江
戸
幕
府
代
官
史
料
』
、
　
　
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
）
等
に
よ
る
。
長
谷
川
家
に
　
　
つ
い
て
は
茎
田
前
掲
書
に
詳
し
い
。
（
1
5
）
　
拙
稿
「
近
世
後
期
の
幕
領
代
官
所
役
人
」
（
『
史
学
雑
誌
』
　
一
一
〇
1
三
、
二
〇
　
　
〇
一
年
）
。
「
代
官
所
役
人
集
団
」
の
定
義
と
そ
れ
に
対
す
る
筆
者
の
理
解
は
こ
れ
　
　
に
示
し
て
あ
る
。
（
1
6
）
　
長
谷
川
岱
助
の
親
類
関
係
図
1
は
山
口
村
文
書
の
書
状
類
か
ら
復
元
し
た
。
（
1
7
）
　
刑
博
二
四
－
冊
l
A
i
一
三
七
。
（
1
8
）
　
村
山
郡
幕
領
に
お
け
る
郡
中
惣
代
と
最
寄
惣
代
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
　
　
都
合
か
ら
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
幕
末
期
の
寒
河
江
陣
屋
附
郡
中
で
は
、
安
政
　
　
三
（
一
八
五
六
）
年
か
ら
維
新
ま
で
寒
河
江
楯
北
村
の
日
塔
善
兵
衛
が
一
貫
し
て
　
　
郡
中
惣
代
を
勤
め
、
最
寄
惣
代
は
年
々
代
わ
っ
て
い
た
が
、
義
左
衛
門
が
惣
代
層
　
　
の
中
心
と
し
て
皆
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
。
（
1
9
）
　
刑
博
二
四
－
状
－
書
簡
－
一
一
〇
。
多
福
（
長
谷
川
岱
助
）
よ
り
竹
鳳
（
義
左
　
　
衛
門
）
宛
書
状
。
（
2
0
）
　
刑
博
四
一
－
冊
l
X
ー
一
五
六
。
安
政
二
年
正
月
二
一
日
付
書
状
。
（
2
1
）
　
刑
博
四
一
－
冊
I
X
I
一
五
六
。
安
政
二
年
八
月
二
一
日
付
書
状
。
（
2
2
）
　
刑
博
二
〇
1
状
－
書
簡
－
五
九
。
（
2
3
）
　
刑
博
四
一
－
冊
1
X
l
一
五
六
。
（
2
4
）
　
刑
博
二
〇
1
状
l
S
ー
一
八
二
。
万
延
元
年
八
月
。
（
2
5
）
　
刑
博
二
〇
1
状
I
S
I
一
八
二
。
万
延
元
年
九
月
、
三
倉
尭
之
助
よ
り
義
左
衛
　
　
門
宛
書
状
。
（
2
6
）
　
刑
博
二
〇
ー
状
1
書
簡
－
一
一
。
安
政
二
年
一
二
月
一
二
日
付
書
状
。
（
2
7
）
　
刑
博
二
〇
1
状
1
書
簡
－
六
。
安
政
三
年
正
月
＝
日
付
書
状
。
（
2
8
）
　
伊
豆
国
韮
山
の
江
川
、
京
都
の
角
倉
な
ど
代
々
代
官
の
管
轄
地
を
除
く
。
（
2
9
）
　
刑
博
二
〇
1
状
－
書
簡
ー
二
四
。
文
久
二
年
八
月
一
四
日
付
、
武
田
半
十
郎
よ
　
　
り
義
左
衛
門
宛
書
状
。
武
田
半
十
郎
は
近
隣
の
神
町
村
名
主
で
義
左
衛
門
と
姻
戚
　
　
関
係
に
あ
る
。
（
3
0
）
　
刑
博
四
一
－
冊
ー
X
I
一
五
六
。
安
政
二
年
正
月
二
一
日
条
。
（
3
1
）
　
刑
博
二
四
－
冊
I
X
l
一
五
四
。
嘉
永
六
年
＝
一
月
七
日
付
。
（
3
2
）
　
刑
博
四
一
－
冊
I
X
i
一
五
六
。
三
右
衛
門
・
兵
蔵
・
吉
郎
兵
衛
は
い
ず
れ
も
　
　
郡
中
惣
代
ま
た
は
最
寄
惣
代
。
（
3
3
）
　
刑
博
四
一
－
冊
I
X
I
一
五
六
。
安
政
二
年
六
月
一
九
日
条
。
（
3
4
）
　
寒
河
江
陣
屋
廃
止
反
対
運
動
は
、
陣
屋
許
村
・
惣
代
層
な
ど
郡
中
に
あ
る
諸
集
　
　
団
の
利
害
が
交
錯
し
た
複
雑
な
様
相
を
見
せ
る
一
件
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
　
　
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
（
3
5
）
　
刑
博
二
〇
1
状
－
書
簡
－
七
。
文
久
三
年
一
二
月
二
八
日
状
。
（
3
6
）
　
珊
博
二
〇
i
状
ー
書
簡
－
七
。
文
久
三
年
一
二
月
二
八
日
状
。
（
3
7
）
　
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
所
蔵
「
出
羽
国
村
山
郡
山
家
村
山
ロ
家
文
書
」
四
　
　
一
四
三
。
（
3
8
）
　
以
下
、
三
右
衛
門
の
行
動
は
「
江
戸
出
府
中
日
記
」
（
同
右
「
山
口
家
文
書
」
　
一
　
　
四
一
二
）
に
よ
る
。
（
3
9
）
　
「
山
口
家
文
書
」
一
四
一
二
。
弘
化
三
年
一
〇
月
一
＝
日
条
。
（
4
0
）
　
史
料
は
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
所
蔵
「
出
羽
国
村
山
郡
長
崎
村
柏
倉
家
文
書
」
　
　
を
利
用
。
こ
の
「
私
領
渡
」
一
件
に
つ
い
て
は
青
木
美
智
男
「
天
保
＝
二
年
村
山
　
　
郡
幕
領
に
お
け
る
『
私
領
渡
し
』
反
対
運
動
」
（
『
地
方
史
研
究
』
　
一
二
五
、
　
一
九
　
　
七
三
年
）
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
（
4
1
）
　
刑
博
二
六
－
状
I
A
l
三
〇
。
天
保
＝
二
年
＝
｝
月
二
三
日
付
願
書
等
。
（
4
2
）
　
刑
博
二
六
－
状
I
A
⊥
二
〇
。
天
保
＝
二
年
一
二
月
二
三
日
付
。
文
蔵
よ
り
文
　
　
六
・
市
右
衛
門
宛
書
状
。
（
4
3
）
　
豪
農
経
営
の
う
え
で
、
藩
領
よ
り
幕
領
に
所
属
す
る
ほ
う
が
、
御
用
金
や
先
納
　
　
金
を
課
せ
ら
れ
な
い
分
、
都
合
が
よ
か
っ
た
。
（
4
4
）
　
刑
博
二
六
－
状
I
A
⊥
二
〇
。
天
保
十
四
年
正
月
二
七
日
条
ほ
か
。
孫
七
と
の
　
　
関
係
も
こ
れ
に
拠
る
。
（
4
5
）
　
刑
博
二
六
－
状
－
四
六
四
。
嘉
永
四
年
六
月
二
八
日
条
。
以
下
の
手
附
・
手
代
　
　
と
の
交
際
に
つ
い
て
一
々
典
拠
を
挙
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
皆
、
柏
倉
家
文
書
　
　
の
書
簡
類
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
（
4
6
）
　
例
え
ば
手
附
・
手
代
は
、
大
金
が
入
用
な
と
き
に
金
銭
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
　
　
で
き
、
惣
代
・
豪
農
層
は
手
附
ら
の
つ
て
を
利
用
し
て
江
戸
に
子
弟
を
留
学
さ
せ
　
　
た
り
し
て
い
る
。
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